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（第64号2019.9） 2

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会

（
会
期　

６
月
17
日
～
７
月
９
日
）

6
月
17
日
か
ら
第
2
回
定

例 

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
報
告
６
件
、

28
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に

審
議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
請
願 

2

件
を
採
択
し
、
意
見
書
４
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

26
日
と
27
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に

は
、
6
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

執
行
部
と
活
発
な
論
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。（
９
～
15
ペ
ー
ジ

参
照
）

　　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
14
人

の
方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

令和元年度 一般会計補正予算（第１号）

１１０万円 追加
《一般会計予算総額》

291億3310万円

主 な 事 業

1990万円 △１億2496万円

931万３千円

白鹿浄化センター設備改良事業

公民館施設管理事業

　コミュニティ活動に必要な施設整備・
備品購入等に対して助成を行うもの。

　耐震性を確保した施設を整備すること
で近年多発する大規模災害へ備えるとと
もに、地域コミュニティの活動拠点とな
る支所及び公民館の整備を行うもの。

　清掃センター焼却設備箇所の増加に伴う
増額補正。

　事業費確定に伴う減額補正。

　清川公民館整備に伴う備品購入費の補正。

コミュニティ助成事業助成金

庁舎等整備事業 清掃センター焼却設備修繕
2559万６千円

4179万4千円



６月定例会（主な議決事項）

33 （第64号2019.9）

豊後大野市営駐車場条例等の一部改正

豊後大野市森林環境譲与税基金条例の制定

豊後大野市不妊治療費助成に関する条例の一部改正

１０月から消費税率改定

不妊治療の助成対象範囲を拡大

森林整備及びその促進に要する費用に充てるため基金を設置

消費税率の改定に伴い、各条例に規定
する使用料等の額について改正する

ものです。

不妊治療の助成対象に、ホルモン療
法、内服治療及び手術療法等を加え、	

その範囲を拡大し、不妊治療を受けている	
夫婦の経済的負担の軽減を図るため条例を	
改正するものです。

本市が行う間伐や人材育成・担い手の
確保、木材利用の促進や普及啓発等

の森林整備やその促進に要する費用に充
てるため、基金を設置するため条例を制定
するものです。



（第64号2019.9） 4

豊後大野市企業立地促進条例の一部改正

市 の 境 界 変 更 に つ い て

豊 後 大 野 市 景 観 条 例 の 制 定

適用対象となる事業者の業種の拡大

魅力あふれる美しい景観の保全及び形成を図る

竹田市と豊後大野市の境界変更

企業立地の促進を一層図るため、本条例
の適用対象となる業種の拡大を図りた

いので条例を改正するものです。

良好な景観の形成に関する基本的
な事項及び景観法の施行に関し、	

必要な事項を定めることにより、本市の
魅力あふれる美しい景観の保全および形
成を図るため条例を制定するものです。

県営耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業
（小富士地区２工区ほ場整備）の施行に

伴い、竹田市と豊後大野市の境界を変更する
ことについて、地方自治法第７条第６項の規
定により大分県知事に申請するものです。



６月定例会（主な議決事項）

55 （第64号2019.9）

豊後大野市リバーパーク犬飼特産品販売所条例の廃止

工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て

リバーパーク犬飼特産品販売所の廃止

図書館・資料館建て替え業者が決まる

リバーパーク犬飼の再整備に伴い、
リバーパーク犬飼特産品販売所を

廃止するものです。

豊後大野市図書館・資料館建て替え
工事の請負契約を締結するに当た

り、豊後大野市議会の議決に付すべき契
約及び特に重要な公の施設の廃止に関す
る条例の規定に基づき、議会の議決を要
するものです。

リバーパーク犬飼特産品販売所

図書館・資料館完成予想図

契約の相手方
豊後大野市図書館・資料館建て替え（建築主体）工事
熊野・宮成特定建設工事共同企業体
契約金額　10 億 3,290 万円

豊後大野市図書館・資料館建て替え（電気設備）工事
株式会社　山村電設工業
契約金額　１億 6,170 万円

豊後大野市図書館・資料館建て替え（空調設備）工事
株式会社　山村電設工業
契約金額　１億 8,073 万円



委
員
会
審
査
報
告 

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

（第64号2019.9） 6

　

令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
自
動
車
取

得
税
の
名
称
が
変
わ
り
、
軽
自
動
車
税

に
つ
い
て
は
環
境
性
能
割
と
い
う
こ
と

で
市
税
に
な
り
ま
す
。
そ
の
賦
課
徴
収

に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
大
分
県
が

行
う
こ
と
に
な
り
、
環
境
性
能
割
の
減

免
に
つ
い
て
、
大
分
県
が
規
定
し
て
い

ま
す
減
免
規
定
と
合
わ
せ
る
た
め
に
、

市
税
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の

技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
で
、
現

行
の
種
別
が
１
種
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
本
案
を
そ
の
省
令
に
あ
わ
せ
て
改

正
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
特
定
小
規

模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置

を
し
た
場
合
は
、
住
宅
防
災
警
報
機
器

の
設
置
の
免
除
と
い
う
文
言
が
な
か
っ

た
の
で
、
国
の
省
令
に
よ
り
追
加
の
改

正
案
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

　

豊
後
大
野
市
緒
方
町
と
竹
田
市
片
ケ

瀬
の
場
所
で
、県
営
耕
作
放
棄
地
解
消
・

発
生
防
止
基
盤
整
備
事
業
の
施
行
に
伴

い
ま
し
て
、境
界
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
豊
後
大
野
市
と
竹
田

市
で
相
互
に
編
入
す
る
土
地
は
そ
れ
ぞ

れ
３
９
８
２
平
米
で
、
面
積
は
従
前
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

不
妊
治
療
の
一
部
の
治
療
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
対
象
外
と
し
て
い
た
部

分
の
治
療
に
ま
で
助
成
の
範
囲
を
広
げ

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

国
の
省
令
改
正
の
施
行
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、
今
回
の
条

例
改
正
に
関
係
す
る
保
育
所
は
、
事
業

所
内
保
育
所
で
あ
る
、
に
こ
に
こ
保
育

園
、
さ
く
ら
保
育
園
、
ひ
か
り
保
育
舎

の
３
園
に
関
係
す
る
も
の
と
な
り
ま

す
。

　

若
い
方
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中

で
、
申
請
件
数
が
増
加
す
る
の
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
分
啓
発

に
は
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
が
15
名
に
交
付
し
て
、

妊
娠
さ
れ
た
方
が
６
名
。
29
年
度
が

13
名
に
交
付
し
て
、
妊
娠
さ
れ
た
方
が

２
名
。
30
年
度
が
10
名
に
交
付
し
て
、

３
名
の
方
が
妊
娠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
育
料
の
無
償
化
に
よ
り
、
保
育
所

に
預
け
た
い
と
い
う
方
が
、
今
後
ま
た

増
え
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
事
業
所
数
は
、
適
正
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
消
防
本
部
管
内
で
は
、
該
当
す
る

施
設
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
変
わ
り
は
な
く
、
た
だ
文
言
が

変
わ
っ
た
だ
け
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

●
市
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

●
豊
後
大
野
市
不
妊
治
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
豊
後
大
野
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
豊
後
大
野
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

助
成
希
望
者
の
今
後
の
見
込
み
は
。

　

こ
の
事
業
の
実
績
は
。　
　

　

本
市
の
教
育
・
保
育
施
設
の
数
は
適

正
な
の
か
。

　

市
内
で
追
加
の
条
文
に
該
当
す
る
施

設
は
あ
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

種
別
の
変
更
と
は
中
身
も
変
わ
る
の

か
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
３
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
、
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

総
務

厚
生
文
教

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
５
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
、
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。



77 （第64号2019.9）

　

本
市
が
行
う
間
伐
や
人
材
育
成
・
担

い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
、
及

び
啓
発
等
の
森
林
整
備
及
び
促
進
に
要

す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
、
森
林
環

境
税
、
譲
与
税
を
基
金
と
し
て
積
み
立

て
を
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
に
お
け
る
企
業
立
地
の
促
進
を

一
層
図
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
条
例

の
適
用
対
象
と
な
る
事
業
者
の
業
種
に

旅
館
ホ
テ
ル
業
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

　

事
業
所
が
運
用
開
始
し
て
か
ら
60
日

以
内
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
既
存
の
ホ
テ
ル
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
今
後
増
設
し
た
場
合
は

そ
れ
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

条
件
に
つ
い
て
は
、
新
設
で
あ
れ
ば

投
資
額
が
５
０
０
０
万
以
上
、
増
設
で

あ
れ
ば
２
５
０
０
万
以
上
の
取
得
金
額

が
必
要
で
す
。

　

森
林
整
備
計
画
の
一
部
を
改
正
し

て
、
整
合
性
を
持
た
せ
、
今
後
森
林
所

有
者
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

推
進
協
議
会
等
で
諮
り
実
施
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
豊
後
大
野
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
豊
後
大
野
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

既
存
の
ホ
テ
ル
は
対
象
と
な
る
の

か
。ま
た
条
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

本
市
の
森
林
整
備
計
画
と
の
整
合
性

は
。　
　

６月定例会（委員会審査報告、人事案件）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

副市長選任・教育委員任命

人
事
案
件

任期 任期自：令和元年 5月 22 日
至：令和５年５月 21 日

自：令和元年 5月 31 日
至：令和５年５月 30 日

同
意

　５月２１日（水）に第１回臨時会で副市長の選任、教育委員会委員
の任命について、全会一致で同意しました。　

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
９
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と

し
ま
し
た
。

石
いし

井
い

聖
せい

治
じ

氏 副市長 羽
は

田
だ

野
の

光
みつ

江
え

氏教育委員
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※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　衞藤竜哉議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

創生会 市民クラブ 緑政会 政友会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

赤
峰
　
映
洋

小
野
　
泰
秀

宮
成
　
昭
義

佐
藤
　
辰
己

衞
藤
　
正
宏

田
嶋
　
栄
一

後
藤
　
雅
克

穴
見
　
眞
児

吉
藤
　
里
美

嶺
　
　
英
治

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

内
田
　
俊
和

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

神
志
那
文
寛

豊後大野市営駐車場条例等の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
豊後大野市税条例等の一部を改正する条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市不妊治療費助成に関する条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正に 
ついて 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市森林環境譲与税基金条例の制定について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市土地改良事業評価換地委員会設置条例の制定について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市企業立地促進条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市景観条例の制定について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市公共下水道条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
豊後大野市農業集落排水施設条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
豊後大野市浄化槽整備推進事業施設条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
豊後大野市水道事業給水条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
豊後大野市火災予防条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市病院事業に係る料金条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
市の境界変更について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市一般会計補正予算（第 1 号） 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市農業集落排水特別会計補正予算（第 1 号）7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市公共下水道特別会計補正予算（第 1 号）7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算（第 1 号）7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市上水道特別会計補正予算（第１号） 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市リバーパーク犬飼特産品販売所条例の廃止について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市消防手数料条例の一部改正について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
工事請負契約の締結について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約の締結について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約の締結について 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出にかかる請願書 7 月9日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度 2 分の 1 復元をはかる 
ための、2020 年度政府予算に係る意見書採択の要請について 7 月9日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新たな過疎対策法の制定に関する意見書 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大分自動車道及び東九州自動車道の濃霧対策に関する意見書 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地方財政の充実・強化を求める意見書 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 7 月9日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和元年第2定例会）

６月定例会（賛否一覧）
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嶺英治（10 ページ） 穴見眞児（13 ページ）

赤峰映洋（14 ページ）衞藤正宏（11 ページ）

神志那文寛（12 ページ） 後藤雅克（15 ページ）

•	 平成 29 年の九州北部豪雨及び台風 18 号、
　平成 30 年の大雨災害の復旧について
•	日本ジオパーク全国大会 2019 大分大会の	
　成功に向けて

•	防災行政について
•	農業振興について

•	ケーブルテレビは今後どのように継続していく
　のか
•	日本ジオパーク全国大会の準備は

•	給食費無償化の実現は
•	市道の適時の手入れは

•	消費税 10％への増税、市民への影響について •	学校教育の現状と今後について

６名の議員 市政が を問う

６月26日と 27日に行われた一般質問には６名の議員が登壇し、災害復旧、ジオパーク全国大会、
消費税、農業振興、学校教育など 11項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議場
での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問
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災
害
の
状
況
は
。

　

復
旧
の
進
捗
率
は
。

　

自
治
会
管
理
の
里
道
復

旧
が
10
件
あ
る
が
、
担
い

手
も
減
少
し
て
い
る
。
本

市
は
担
当
を
財
政
課
が

担
っ
て
い
る
が
、
現
業
課

が
所
管
す
れ
ば
事
業
の
抱

き
合
わ
せ
や
市
民
に
と
っ

て
利
便
が
よ
い
の
で
は
。

　

10
月
31
日
か
ら
11
月
５

日
ま
で
「
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
全
国
大
会
２
０
１
９
お

お
い
た
大
会
」
が
開
催
さ

れ
る
。
内
容
や
期
待
す
る

効
果
は
。　

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

関
連
事
業
と
の
連
携
は
。

　

平
成
29
年
、
30
年
で
国

の
補
助
事
業
で
あ
る
農

地
・
農
業
用
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
の
対
象
と
な
っ

た
の
が
、
合
計
で
農
地

５
４
３
件
の
７
４
１
カ

所
、
農
業
用
施
設
１
８
７

件
の
２
１
１
カ
所
、
公
共

土
木
災
害
復
旧
事
業
の
対

象
と
な
っ
た
の
が
、29
年
、

30
年
災
害
で
合
計
で
市
道

99
件
、
河
川
37
件
と
い
う

状
況
で
す
。

　

農
地
・
農
業
用
施
設
は

平
成
29
年
災
害
が
63
・
８

％
、
平
成
30
年
災
害
が

25
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
公
共
土
木
災
害
復
旧

事
業
で
は
、
29
年
災
害
が

94
％
、
30
年
災
害
が
25
％

で
す
。
本
年
度
中
の
復
旧

に
向
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　

県
下
の
状
況
を
み
て
、

組
織
の
中
で
検
討
し
ま

す
。

　

本
市
と
姫
島
村
、
大
分

市
が
会
場
で
、
11
月
３
日

　

大
分
市
で
行
わ
れ
る

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
で

は
エ
コ
パ
ー
ク
の
展
示

で
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に

「
川
上
渓
谷
清
流
歩
き
ツ

ア
ー
」
な
ど
も
企
画
予
定

で
す
。

質

質

質

質

質

答

答

答

答

答

産
業
建
設
統
括
理
事

産
業
建
設
統
括
理
事

市
長

市
長

市
長

質

市 民 ク ラ ブ

嶺
みね

　 英
えい

治
じ

平成29 年の九州北部豪雨及び台風18 号、
平成30 年の大雨災害の復旧について

日本ジオパーク全国大会２０１９おおいた
大会の成功に向けて

本年度中の復旧に向け全力に取り組む　

新たなファンを獲得し観光振興につなげていく

災害復旧現場

か
ら
５
日
が
本
市
の
会
場

で
す
。
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
市
民
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
住
民
参
加
型

の
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
２
０
０
０
人
規
模
の
大

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



～ 6 名の市議が市政を問う～

1111 （第64号2019.9）

　

給
食
費
無
償
化
へ
の
動

き
が
全
国
的
に
広
が
っ
て

い
る
。
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　

台
風
や
豪
雨
に
よ
っ

て
、
市
道
の
荒
廃
が
目

立
っ
て
い
る
。
支
障
木
や

落
ち
葉
の
除
去
、
側
溝
等

の
整
備
を
適
時
行
わ
な
け

れ
ば
、
市
道
と
し
て
の
機

能
が
発
揮
で
き
な
い
。
市

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
に
お
い
は
、
光
熱

水
費
約
２
５
０
０
万
円
、

人
件
費
３
３
０
０
万
円
、

委
託
料
１
億
２
４
０
０
万

円
な
ど
、
総
２
億
３
１
０

万
円
を
市
が
負
担
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
的
に
厳
し

い
家
庭
に
は
保
護
者
負
担

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
本
市
で
は
、
す

で
に
学
校
給
食
費
の
負
担

　

市
道
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
１
７
６
６
路

線
、
市
道
維
持
管
理
費

４
億
８
１
０
０
万
円
、
地

域
の
支
援
策
と
し
て
、
地

域
が
行
う
草
刈
り
作
業
や

道
路
清
掃
に
対
し
て
、
延

長
１
メ
ー
ト
ル
に
対
し

て
６
円
、
１
戸
当
た
り

１
０
０
円
、
１
５
８
自
治

会
に
約
６
３
８
万
６
千
円

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

市
が
管
理
す
る
道
路
延

長
は
長
く
、
全
て
を
市
が

管
理
す
る
事
は
困
難
で
あ

り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
頼
る
部

分
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
地
域
で

活
動
で
き
な
い
所
に
対
し

ま
し
て
は
、
今
ま
で
通
り

市
で
対
応
し
て
参
り
ま

す
。

質

質

答

答

教
育
次
長

建
設
課
長

創 生 会

衞
え

藤
とう

正
まさ

宏
ひろ

給食費無償化の実現は　

市道の適時の手入れは

財政負担が困難

適切な維持管理に努める

給食中の児童

軽
減
を
行
っ
て
い
る
こ
と

や
、
１
億
円
を
超
え
る
財

政
負
担
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
困
難
な
事
を
踏
ま

え
、
今
後
と
も
保
護
者
の

負
担
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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日 本 共 産 党

神
こう

志
じ

那
な

文
ふみ

寛
ひろ

　

公
の
施
設
や
上
下
水
道
、

市
民
病
院
（
証
明
書
、
診

断
書
、
個
室
料
等
）
に
お

け
る
市
民
の
負
担
増
は
。

　

今
回
の
引
き
上
げ
は
、

４
年
後
と
い
う
経
過
措
置

が
あ
る
も
の
の
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）
の
導
入
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
下

で
は
、
売
上
１
０
０
０
万

円
以
下
の
免
税
事
業
者
は

税
務
署
が
指
定
す
る
請
求

書
を
発
行
で
き
な
い
た

め
、
取
引
か
ら
排
除
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。

　

市
が
発
注
す
る
工
事
な

ど
へ
の
影
響
は
。

　

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率

の
改
定
に
伴
い
、
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
に
お
け

る
使
用
料
等
の
改
定
に
関

す
る
６
議
案
を
今
定
例
会

へ
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
け
る

使
用
料
等
の
収
入
に
基
づ

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

に
よ
り
生
じ
る
問
題
点
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
会
審

議
に
お
い
て
、
制
度
の
導

入
に
よ
る
事
業
者
の
準
備

状
況
及
び
事
業
者
取
引
へ

の
影
響
の
可
能
性
な
ど
を

検
証
し
つ
つ
、
か
つ
必
要

な
対
応
を
行
う
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
て
ま
い
り

質

質

答

答

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

消費税１０％への増税、市民への
影響について

増加合計額（試算）は９２７万円

複数税率対応レジ

き
試
算
す
る
と
、
一
般
会

計
で
38
万
円
、
農
業
集

落
排
水
特
別
会
計
79
万

円
、
公
共
下
水
道
特
別
会

計
23
万
円
、
浄
化
槽
施
設

特
別
会
計
32
万
円
、
簡
易

水
道
特
別
会
計
２
２
０
万

円
、
上
水
道
特
別
会
計

２
９
２
万
円
、
病
院
事
業

特
別
会
計
２
４
３
万
円
の

増
加
に
な
る
と
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。

　

窓
口
に
お
け
る
各
種
証

明
発
行
手
数
料
、保
育
料
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
使
用
料

な
ど
に
つ
い
て
は
、
改
定

は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。

ま
す
。

　

市
が
発
注
す
る
工
事
や

物
品
購
入
な
ど
に
つ
い
て

は
、
入
札
参
加
資
格
等
の

要
件
に
課
税
事
業
者
・
免

税
事
業
者
等
を
区
別
す
る

条
件
を
付
け
た
り
、
イ
ン

ボ
イ
ス
が
発
行
で
き
な
い

と
い
う
理
由
で
排
除
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。



～ 6 名の市議が市政を問う～
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市
民
の
防
災
に
対
す
る

意
識
付
け
を
ど
う
考
え
る

か
。

　

地
域
を
越
え
た
防
災
士

間
の
連
携
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

担
い
手
の
確
保
が
急
務

で
あ
る
が
、
推
移
と
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

　

耕
作
放
棄
地
の
対
応
は
。

　

市
民
の
防
災
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
市

報
に
よ
る
啓
発
、
自
治
会

集
会
等
に
職
員
や
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
講
習

の
開
催
等
に
よ
り
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

防
災
士
の
広
域
的
な
活

躍
や
能
力
の
向
上
に
は
、

防
災
士
間
の
連
携
や
情
報

共
有
が
有
効
と
考
え
、
大

野
町
と
朝
地
町
に
は
、
防

災
士
会
が
設
立
さ
れ
て
お

り
、
他
の
地
域
に
お
い
て

も
設
立
に
向
け
た
働
き
か

け
を
強
化
し
、
地
域
防
災

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

16
組
32
人
が
市
内
に
就
農

し
営
農
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
新
規
就
農
を
目
指

す
支
援
に
つ
い
て
は
、
青

年
等
就
農
計
画
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
お

り
、
22
名
が
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
認
定
農
業
者
に

つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

で
３
８
１
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。法
人
に
つ
い
て
は
、

37
法
人
が
設
立
し
、
営
農

活
動
と
合
わ
せ
農
地
の
保

全
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
補
助
事
業
を

活
用
す
る
な
ど
の
方
法
に

よ
り
、
経
営
安
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
面
積
は

平
成
28
年
度
か
ら
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
り
、
営
農
活

動
、
農
地
の
保
全
に
取
り

組
む
集
落
営
農
法
人
の
活

動
が
大
き
な
要
因
と
考
え

て
い
ま
す
。
昨
年
８
月
に

質

質

質

質

答

答

答

答

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

産
業
建
設
統
括
理
事

産
業
建
設
統
括
理
事

市 民 ク ラ ブ

穴
あな

見
み

眞
しん

児
じ

防災行政について

農業振興について

防災意識の向上に努める

経営安定に向けた取り組みを
行っていく

大野町ピーマン選果場

「
豊
後
大
野
市
地
域
農
業

経
営
サ
ポ
ー
ト
機
構
」
を

立
ち
上
げ
、
地
域
農
業
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

に
つ
い
て
も
総
合
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
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一 般 質 問

創 生 会

赤
あか

峰
みね

映
てる

洋
ひろ

　

事
業
費
約
48
億
円
の
巨

額
の
設
備
投
資
で
、
本
市

の
抱
え
る
情
報
通
信
分
野

や
、
高
速
情
報
通
信
分
野

で
の
諸
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

ー
ブ
ル
網
の
整
備
や
市
民

生
活
の
向
上
を
図
る
目
的

で
開
局
、
運
営
さ
れ
た
。

そ
の
役
割
は
大
き
い
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
、

継
続
し
て
い
く
の
か
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
市

の
行
政
情
報
や
災
害
時
の

防
災
情
報
を
市
民
に
伝
達

と
い
う
重
要
な
役
割
を

質答
総
務
課
長

総
務
課
長

ケーブルテレビは今後どのように
継続していくのか

合理的、効率的な運営に努める

蝙蝠（こうもり）の滝

担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運

営
委
員
会
や
、
視
聴
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
く

よ
う
、放
送
内
容
の
充
実
、

合
理
的
、
効
率
的
運
営
を

図
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
収

入
源
は
主
に
一
世
帯
千
円

の
使
用
料
だ
が
、
８
年
が

た
ち
、
経
費
の
高
騰
や
設

　

宿
泊
業
者
や
里
の
旅
公

社
と
の
連
携
は
考
え
て
い

る
の
か
。

　

本
市
に
は
、
景
観
に

マ
ッ
チ
し
た
多
く
の
石
橋

が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の

石
橋
が
管
理
さ
れ
て
な

く
、
雑
草
等
で
石
組
も
見

え
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ

の
全
国
大
会
を
機
に
、
石

橋
整
備
に
も
力
を
入
れ
て

欲
し
い
。

　

こ
の
事
業
の
性
質
や
、

導
入
、
普
及
し
た
経
緯
を

踏
ま
え
、
現
時
点
で
の
使

用
料
の
増
額
は
検
討
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
、
商
工
会
や
飲
料
店
組

合
、
道
の
駅
、
里
の
旅
公

社
等
の
協
力
を
得
て
、
全

国
ジ
オ
パ
ー
ク
パ
ビ
リ
オ

ン
や
飲
食
、
物
産
ブ
ー
ス

の
出
店
等
に
つ
い
て
準
備

し
て
い
ま
す
。

　

石
橋
に
つ
い
て
も
、
今

後
清
掃
等
の
環
境
美
化
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

質

質

質

答

答

答

市
長

商
工
観
光
課
長

日本ジオパーク全国大会
の準備は

万全の準備を整える

備
の
更
新
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
使
用
料

の
値
上
げ
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。
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～ 6 名の市議が市政を問う～

　

非
常
に
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
だ
と
期
待
し
て
い

る
、
９
年
間
を
見
通
し
た

連
携
型
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て
伺
う
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　

学
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

学
校
現
場
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う

　

連
携
型
小
中
一
貫
教
育

は
本
市
の
実
態
に
沿
っ
た

教
育
活
動
で
あ
り
、
平
成

26
年
度
か
ら
、
９
年
間
を

見
通
し
た
教
育
課
程
を
編

成
し
、
各
町
の
小
中
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
５
年
間
の
研

究
を
基
に
、
完
全
に
一
体

と
な
る
義
務
教
育
学
校
へ

　

不
登
校
児
童
生
徒
は
、

平
成
28
年
が
37
人
、
29
年

が
37
人
、
30
年
が
52
人
と

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
「
か
じ
か
」
を

平
日
３
日
か
ら
、
５
日
の

開
室
と
し
機
能
強
化
を
し

て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連

携
し
、
事
案
発
生
時
に
迅

速
に
対
応
出
来
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

低
学
力
層
の
解
消
と
学

び
に
向
か
う
集
団
づ
く
り

を
大
き
な
柱
と
し
て
位
置

づ
け
、
子
ど
も
の
力
に
応

じ
た
習
熟
度
別
指
導
や
、

基
礎
基
本
の
個
別
指
導
を

行
う
ス
キ
ル
タ
イ
ム
の
設

定
、
放
課
後
を
活
用
し
た

課
題
別
指
導
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
小
学
校

高
学
年
に
お
い
て
、
３
校

を
研
究
校
に
指
定
し
、
教

科
担
任
制
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
教
科
担

任
制
は
、「
複
数
の
眼
で

個
々
の
児
童
を
理
解
で
き

る
。」、「
児
童
個
々
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
指
導
が
展

開
で
き
る
。」、「
教
員
の

専
門
性
が
生
か
さ
れ
創
意

工
夫
し
た
授
業
展
開
が
で

き
る
。」
な
ど
の
効
果
が

質

質

質

答

答

答

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

創 生 会

後
ご

藤
とう

雅
まさ

克
かつ

学校教育の現状と
今後について

地域とともにある学校づくりを進める

朝地小・中学校（連携型小・中一貫教育）

の
移
行
へ
向
け
て
、
来
年

度
は
条
件
整
備
に
入
る
方

針
で
、
移
行
は
遠
い
未
来

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

期
待
さ
れ
、
今
後
そ
の
成

果
や
課
題
を
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て



請願・陳情

請願・陳情

あなたの意見や要望

採
択

（第64号2019.9） 16

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
０
年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
の
要
請

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
を
可
決
し
、
国
の

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
を

可
決
し
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

全
会
一
致
で

全
会
一
致
で

〔
請
願
者
〕
大
分
県
教
職
員
組
合
大
野
支
部

〔
請
願
者
〕
豊
後
大
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

〔
紹
介
議
員
〕　

穴
見
眞
児

〔
請
願
者
〕
大
分
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

〔
紹
介
議
員
〕　

吉
藤
里
美

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

　

学
校
現
場
で
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働
是
正
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
教
職
員
定
数
改
善
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

国
の
施
策
と
し
て
、
定
数
改
善
等
に
向
け
た
財
源
を
保
障

し
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水

準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の
要
請
で
す
。

　

来
年
度
政
府
予
算
編
成
で
、
次
の
事
項
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
提
出
を
請
願
し
ま
す
。

１
．
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

　
　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１

　
　

に
復
元
す
る
こ
と
。

３
．
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
複
式
学
級
を
解

　
　

消
す
る
こ
と
。

　

子
育
て
支
援
、
医
療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
、
被
災
地

の
復
興
等
、
地
方
自
治
体
が
担
う
役
割
は
拡
大
し
て
お
り
、

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
・
実
行
な
ど
、
新
た
な
政
策
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。「
骨
太
の
方
針
２
０
１
９
」
に
財
政

収
支
の
黒
字
化
目
標
時
期
と
実
行
計
画
を
示
す
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
地
方
財
政
に
対
す
る
圧
力
が
増
す
こ
と

が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

本
来
、
必
要
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
財
政

面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
財
政
の
役
割
で
す
が
、
財
政
再
建

目
標
を
達
成
す
る
た
め
だ
け
に
、
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
が
削

減
さ
れ
れ
ば
国
民
生
活
と
経
済
に
疲
弊
を
も
た
ら
す
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
来
年
度
の
政
府
予
算
、
地
方
財
政
の
検
討
に

あ
た
り
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
社
会
保
障
の

予
算
の
充
実
、
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

採
択



支所の建設状況

1717 （第64号2019.9）

支所の建設状況は！
公
共
施
設
の
整
備
と
し
て
、

市
内
４
カ
所
で
支
所
の

建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の

地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
市
民

皆
様
の
期
待
は
大
き
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
施
工
中
の
支
所
の 

建
設
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
し
ま

す
。（
令
和
元
年
７
月
12
日
現
在
）

緒 方 支 所

清 川 支 所

面積・構造
附帯施設（駐輪場等）を含む延床面積…2460.96㎡
本体施設の延床面積…2413.76㎡
鉄筋コンクリート造平屋建て

請負業者
及び契約額

建築主体　㈲宮成工務店　　　　　499,932,000 円

電気設備　㈱山村電設工業　　　　102,114,000 円

機械設備　㈱山村電設工業　　　　104,544,000 円

外構　　　未発注

進捗状況 工期は令和 2 年 7 月 31日まで
現在は基礎工事を行っている

面積・構造

支所棟の延床面積…696.0㎡
公民館増築棟の延床面積…278.5㎡
支所棟…鉄筋コンクリート造平屋建て
公民館増設棟…鉄骨造平屋建て

請負業者
及び契約額

建築主体　㈲宮成工務店　　　　　260,280,000 円

電気設備　鬼塚電気工事㈱　　　　  58,640,760 円

機械設備　㈱山村電設工業　　　　  43,524,000 円

外構　　　未発注

進捗状況 工期は令和元年 11月 25 日まで
支所棟においては、コンクリート躯体が完成済み
今後間仕切壁・天井工事を行い内装工事を行っていく
公民館増築棟においては、間仕切壁・天井工事を現在
施工中
今後内装工事を行いながら既存施設との接続を行う
また、7 月より既存施設の改修工事を行っていく

緒方支所

清川支所



支所の建設状況
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支所の建設状況は！

朝 地 支 所

犬 飼 支 所

面積・構造
附帯施設（駐輪場等）を含む延床面積…695.2㎡
本体施設の延床面積…648.0㎡
鉄筋コンクリート造平屋建て

請負業者
及び契約額

建築主体　恵藤建設㈱　　　　　　172,584,000 円

電気設備　㈱山村電設工業　　　　  44,750,880 円

機械設備　㈱菊地電氣工事　　　　  38,206,080 円

外構　　　未発注

進捗状況 工期は令和元年 11月 25 日まで
現在コンクリート躯体が完成済み
今後間仕切壁・天井工事を行い内装工事を行っていく

面積・構造
附帯施設（駐輪場等）を含む延床面積…1,474.9㎡
本体施設の延床面積…1,336.15㎡
鉄筋コンクリート造３階建て

請負業者
及び契約額

建築主体　恵藤建設㈱　　　　　　312,660,000 円

電気設備　㈱土谷電気　　　　　　  71,929,080 円

機械設備　㈱九電工　　　　　　　  64,800,000 円

外構　　　建築主体に含む

進捗状況 工期は令和 2 年 3 月13 日まで
現在コンクリート躯体が完成済み
今後間仕切壁・天井工事を行い内装工事を行っていく

朝地支所

犬飼支所
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栗
原
市
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
被

害
状
況
と
自
主
防
災
組
織

の
取
り
組
み
を
視
察
。

　

合
併
後
、
平
成
20
年
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
平

成
23
年
東
日
本
大
震
災
、

平
成
27
年
関
東
・
東
北
豪

雨
と
い
う
３
つ
の
大
き
な

自
然
災
害
を
経
験
し
ま
し

た
。
平
成
20
年
の
内
陸
地

震
を
き
っ
か
け
に
、
市
民

の
防
災
意
識
が
高
ま
り
平

成
21
年
度
に
は
全
て
の
行

政
区
に
自
主
防
災
組
織
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
。」
と

い
う
意
識
の
も
と
、
年
１

回
は
必
ず
自
主
防
災
組
織

が
中
心
と
な
っ
て
、
避
難

訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、

近
所
の
安
否
確
認
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。市
で
は
、

組
織
が
自
主
的
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
『
防
災
マ
ッ

プ
作
成
支
援
事
業
』
な
ど

の
支
援
体
制
の
充
実
、
強

化
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。	

遠
野
市
で
は
、遠
野
ロ
ー

カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事

業
を
視
察
。
総
務
省
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
、
地
元
の
農
家
や

醸
造
家
、
企
業
と
連
携
し

な
が
ら
、
遠
野
市
内
で
起

業
す
る
人
材
を
育
成
す
る

取
り
組
み
で
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
る
若
者
を
10
数

名
採
用
し
、
３
年
後
、
地

元
の
ホ
ッ
プ
農
家
や
醸
造

家
な
ど
企
業
を
目
指
し
、

地
元
の
指
導
者
と
と
も
に

日
々
励
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
こ
の
事
業

の
基
盤
を
担
う
の
が
自
治

体
で
は
な
く
、『
ネ
ク
ス
ト

コ
モ
ン
ズ
』
と
い
う
企
業

で
そ
の
取
り
組
み
は
徐
々

に
全
国
へ
と
広
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

自
治
体
と
民
間
が
う
ま

く
連
携
し
、地
域
の
資
源
を

生
か
し
地
域
に
新
し
い
事

業
が
生
ま
れ
、
地
域
活
性

化
は
も
ち
ろ
ん
定
住
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
で
し
た
。

鴨
川
市
で
は
、
福
祉
相

談
窓
口
と
民
間
委
託

の
取
り
組
み
を
視
察
。

　

鴨
川
市
は
、
高
齢
化
率

37
・
８
％
、
要
介
護
認
定

率
19
・
６
％
、
病
院
数
、

病
床
数
、
医
師
数
に
つ
い

て
人
口
10
万
人
規
模
に
す

る
と
千
葉
県
37
市
中
で
最

も
高
い
割
合
で
介
護
事
業

所
や
介
護
の
施
設
も
多
く

あ
る
中
、
財
団
の
助
成
事

業
や
国
の
モ
デ
ル
事
業
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
早
く

か
ら
福
祉
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
地
域
に
お
け
る

住
民
主
体
の
課
題
解
決
に

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
地

域
の
中
で
解
決
で
き
な
い

問
題
に
対
応
す
る
た
め

相
談
事
業
に
も
取
り
組

み
、
現
在
は
、
市
直
営
の

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
と
委

託
し
て
い
る
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
３
つ
に
専
門
職
員
も

配
置
し
、
合
併
前
の
４
つ

の
生
活
圏
ご
と
に
、
あ
ら

総
務
常
任
委
員
会
令
和
元
年
７
月
16
日
～
18
日

宮
城
県
栗
原
市
・
岩
手
県
遠
野
市

令
和
元
年
７
月
22
日
～
24
日

千
葉
県
鴨
川
市
・
茨
城
県
守
谷
市

ゆ
る
福
祉
相
談
に
24
時
間

３
６
５
日
対
応
し
な
が
ら

解
決
を
図
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

栗原市

遠野市視察の様子

鴨川市視察の様子

栗原市　防災学習センター
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萩
市
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
事
業
の
取
り
組

み
を
視
察
。

　

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
は
平
成

30
年
９
月
20
日
に
ジ
オ

パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
、

構
成
範
囲
と
し
て
は
、
阿

武
町
・
山
口
市
の
阿
東
地

域
の
２
市
１
町
で
あ
り
ま

す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
は
本
年
度
よ
り
体
制

を
一
新
し
29
団
体
で
構
成

さ
れ
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
の
成
り

立
ち
に
つ
い
て
は
、
約

１
億
年
前
か
ら
の
３
つ
の

特
徴
的
な
マ
グ
マ
活
動
に

よ
り
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

マ
グ
マ
の
活
動
に
よ
っ
て

出
来
た
地
形
・
地
質
を
見

極
め
た
人
々
が
そ
こ
に
産

業
を
作
り
、
江
戸
時
代
に

は
城
下
町
が
で
き
、
維
新

へ
と
続
い
て
い
き
ま
し

た
。
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
の

テ
ー
マ
は
「
維
新
と
マ
グ

マ
の
胎
動
の
地
」
と
題
し

て
活
動
を
進
め
て
い
く
と

の
こ
と
で
し
た
。

松
浦
市
で
は
、
耕
作
放

棄
地
発
生
防
止
・
解

消
活
動
の
取
り
組
み
を
視

察
。
平
成
20
年
度
に
実
施

し
た
、
耕
作
放
棄
地
全
体

調
査
に
基
づ
き
、
耕
作
放

棄
地
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
し
ま
し
た
。
独
自
の

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
）
を
導
入
し
、
平
成

21
年
度
か
ら
耕
作
放
棄
地

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
農
地

台
帳
情
報
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
反

映
さ
せ
、
そ
の
情
報
を
も

と
に
、
認
定
農
業
者
を
は

じ
め
と
す
る
担
い
手
農
家

を
中
心
に
マ
ッ
チ
ン
グ
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
全
農
家
を
対
象
と

し
た
利
用
意
向
調
査
や
、

農
業
委
員
が
農
地
情
報

を
反
映
さ
せ
た
航
空
写
真	

（
下
段
の
写
真
）
を
元
に

全
農
地
確
認
を
実
施
し
た

結
果
、
遊
休
農
地
も
含
め

て
担
い
手
農
家
へ
の
農
地	

集
積
が
進
み
、耕
作
放
棄
地

が
減
少
し
た
そ
う
で
す
。

守
谷
市
で
は
、
保
幼
小

中
高
一
貫
教
育
き
ら

め
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
を
視
察
。

　

守
谷
市
は
、
市
の
予
算

総
額
の
20
％
を
教
育
に
使

う
な
ど
、
教
育
に
非
常
に

力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
員
配
置

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充

実
は
も
ち
ろ
ん
、
市
の
独

自
予
算
に
よ
る
学
習
支
援

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
配
置
、
外

国
語
指
導
助
手
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

全
校
配
置
す
る
な
ど
の
充

実
し
た
環
境
整
備
を
行
っ

た
う
え
で
、
新
し
い
時
代

を
た
く
ま
し
く
生
き
ぬ
く

人
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
、
保
幼
小
中
高
で
一

貫
し
た
５
つ
の
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
そ
の
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
児
童
生
徒
の
将
来

を
見
通
し
た
連
続
性
の
あ

る
き
め
細
や
か
な
指
導
を

設
置
者
の
異
な
る
学
校
間

や
家
庭
・
地
域
が
連
携
し

て
行
う
こ
と
で
、
多
大
な

成
果
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
７
月
22
日
～
24
日

千
葉
県
鴨
川
市
・
茨
城
県
守
谷
市守谷市視察の様子

萩市

松浦市

城下町を視察

農地情報が入った地図

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
令
和
元
年
７
月
22
日
～
24
日

山
口
県
萩
市
・
長
崎
県
松
浦
市



閉会中の議会の動き

～
新
潟
県
見み

附つ
け

市
～　

厚生文教常任委員会
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５
月
16
日
に
新
潟
県
見み

附つ
け

市
議
会
の
皆
さ
ん
が
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
（
新
規
就
農
者
技

術
習
得
研
修
施
設
）
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
農
業
振

興
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

説
明
後
は
質
疑
や
意
見
交
換
な
ど
、
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
の
臨
時
会
で
、
委
員
会
の
構
成
が
変
わ

っ
た
後
、
各
委
員
会
で
早
速
委
員
会
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
30
日
～
６
月
３
日
ま
で
の
間
に
、
各
常
任
委

員
会
が
担
当
す
る
各
課
の
概
要
や
重
点
事
業
な
ど
各

課
長
か
ら
説
明
を
受
け
、
活
発
に
質
疑
を
行
い
調
査

を
し
ま
し
た
。

新
体
制
で
委
員
会
活
動
始
ま
る

視
察
を
受
け
入
れ

視察の様子

産業建設常任委員会

総務常任委員会



意見交換会のお知らせ

（第64号2019.9） 22

議会・議員と一緒に考えませんか？

お気軽に

ご連絡くださ
い。

議会・議員との意見交換会を
　希望する団体を募集します‼ 

　豊後大野市議会では、議会・議員との意見交換会を希望する団体
を募集します。
　募集する対象は、自治会、地域コミュニティ、市民グループ等の
各種団体です。
　希望される団体は下記の問い合わせ先まで、ご相談ください。
　意見交換のテーマや日程、開催場所等は、要望等を踏まえ事前に
協議します。

―お問い合わせ先―

豊後大野市議会事務局
℡ 0974 - 22 - 1 001　内線 250 3
市内無料電話
℡ 9-22-1001　内線 250 3

こんなことで困っているけど、
どうすれば良いか分からない。
何か良い方法はないかな ･･･。



議会報告会のお知らせ

　　　　　　　　　　　　

2323 （第64号2019.9）

１１月開催‼

日 時 　１１月１２日（火）・１３日（水）

議 会 日 誌
４月 5 月 6 月

9 日㈫

11 日㈭

3 日㈪

4 日㈫

10 日㈪ 

14 日㈮

17 日㈪ 

　

26 日㈬

27 日㈭

9 日㈭

14 日㈫

16 日㈭

17 日㈮

21 日㈫

30 日㈭

31 日㈮

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

総務常任委員会所管事務調査

全員協議会

議会運営委員会

議会運営委員会

本会議 (議案上程 )

議会活性化委員会

議会広報編集特別委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

会派代表者会議

議会運営委員会

新潟県見附市議会行政視察　来市

全員協議会

臨時会

厚生文教常任委員会所管事務調査

産業建設常任委員会所管事務調査

　議会の活動状況を知っていただくとともに、

市民皆さまのご意見をお聴きするために、11月

に議会報告会を開催します。

　市民皆さまのご来場をお待ちしています。

会場など詳細が決まりましたら、ケーブルテレビ
や音声告知などでお知らせします。

第８回　議会報告会第８回　議会報告会第８回　議会報告会第８回　議会報告会第８回　議会報告会第８回　議会報告会第８回　議会報告会第８回　議会報告会

前回の議会報告会の様子
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市
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会
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も
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た
だ
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ま

す
。

第
６

4
号

令
和

元
年

9
月

１
日

発
行

市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？
手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。

お気軽に議会事務局にお尋ねください。
℡ 0974-22-1001

市内無料電話　9-22-1001

（第64号2019.9） 24

夢や目標にむかって

大地をつなぐ稲作体験
　清川中学校では郷土学の取り組みで、「稲作体験」をしています。
毎年、６月に全校生徒で田植えをし、１０月には稲刈りをして、も
ち米を作ります。出来上がったもち米は中学校の文化祭やきよかわ
道の駅で販売をしたり、おこわやお餅にして自分たちで食べたりし
ます。この稲作体験を続けていると、だんだんともち米の収穫量が
気になるようになりました。自分たちの目の前でもち米が売れてい
くのを見るととても感動します。もっといいものを作りたい、たく
さんの人にこの清川中学校で作ったもち米を食べてもらいたいと思
うようになりました。この稲作体験を通して、昔の人の苦労や大変
さを感じることができました。僕のふるさとである清川には自慢で
きるところがたくさんあります。きれいな川、緑豊かな山々、たく
さんの自然の中で様々な体験ができることは僕にとってかけがえの
ないものです。この大好きな清川町に生まれ育ったことを誇りに思
います。

　菅尾小学校で進めているキャリア教育の取り組みについて二つの
ことを紹介します。
　まず、キャリア体験学習についてです。昨年「匠の技に挑戦」と
いう授業で、染め物職人さん・竹細工職人さん・大工さん・板前さ
んと一緒に体験学習をしました。ぼくはこの学習で優れた技や目標
に向かって真剣に取り組むことの大切さを学びました。また、ＡＰ
Ｕにも行きました。ＡＰＵでは学生さんとの交流を行いました。イ
ンタビュー活動には苦労しましたが、学生さんたちは、大きな夢を
持っていることがわかりました。
　次に、なかよし班活動についてです。ぼくたちは、全校みんなが
協力して関係をよくする活動にしていきたいと考えています。６月
のなかよし運動会では、班対抗で競技を行いました。計画づくりや
準備・練習はたいへんでしたが、この活動で班の団結力が高まった
と思います。このような活動を通して自分の夢を創造することや、
いい校風を創ることに努力していきたいと思います。

清川中学校３年

菅尾小学校 6年
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